
宮城県感染症予防計画（改定案）の概要① 
【計画の位置付け】 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下「法」という。）」及び国の「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的な指針（以下「感染症の基本指針」という。）」
に基づき，宮城県の感染症対策を総合的かつ計画的に推進するために定めるもの。 
【改定の目的】                                              【計画期間】 
１．「宮城県結核予防計画」を「宮城県感染症予防計画」の一部として組み込み，一体的な対策を推進する。        令和元年度から令和５年度まで《５年間》 
２．法や指針の改正内容の反映等を行うとともに，特定の感染症において現状及び課題とその対策を整理する。 

○感染症予防計画（平成１１年８月策定，平成２０年３月改定） 
※【 】は，改正内容の計画該当箇所を示す 

【法改正内容】 
＜情報収集の強化＞ 
 ①２類感染症へのMERSの追加及び鳥インフルエンザの定義変更【計画全般】 
 ②１・２類感染症，新型インフルエンザ等感染症及び新感染症の患者等からの検体の採取等の 
  制度の創設【第３章第２-２-(2)】 
 ③厚生労働省令で定める５類感染症の患者等の検体等の提出を担当させる指定提出機関制度の 
  創設【第３章第１-２-(5),(6)】 
【感染症の基本指針改正内容】 
＜検体採取，医薬品の備蓄，検査体制の向上＞ 
 ①検体及び病原体の検査の実施対象及び感染症発生時の検査体制に関する記載の追加 

【第３章第２-２-(2)】【第３章第１-２-(5),(6)】 
 ②検体採取に係る勧告等の対象者は，感染症にかかっていると疑うに足りる正当な理由のある 
  者等とすべきであるといった記載の追加【第３章第２-２-(2)】 
 ③新型インフルエンザ等感染症の流行に備えた予防に必要な医薬品の備蓄及び確保の記載の追加 

【第３章第３-６】 
 ④感染症の検査実施体制及び検査能力向上に関する記載の追加【第３章第５-２-（2),(3)】 
【特定感染症の整理】【第３章第１０】 
  国において特定感染症予防指針が作成されている結核，麻しん，風しん，後天性免疫不全症候 
 群（エイズ）及び性感染症，インフルエンザ，蚊媒介感染症について，近年の全国及び県の発生 
 状況を整理し，これらに関する県の発生予防及びまん延防止，発生時の対策に係る記載を追加 

○結核予防計画（平成１７年７月策定，平成２６年３月改定） 
【結核予防指針の主な改正点】 
 ①患者の生活環境に合わせた服薬確認療法（DOTS）の推進 
 ②潜在性結核感染症へのDOTSの徹底による将来的な患者の減少 
 ③すべての結核菌株の確保及び分子疫学的手法による病原体サーベイランスの推進 
 ④低まん延国化に向けた体制の検討 
  ・特に，り患率の高い80歳以上の高齢者に対する健診の強化 
  ・患者数に見合った結核医療提供体制の確保 
 
【本県における結核の現状】 ※〔 〕は全国値 
 ・平成29年結核り患率（人口10万対）7.2〔13.3〕は全国一低く，低まん延化の状態 
 ・平成29年新登録中80歳以上割合が42％〔40％〕で80歳以上高齢患者の占める割合が高い 
 ・平成31年4月に結核病床機能が移管され病床数が50床から28床へ減少 
 ・平成28年の潜在性結核感染症の治療完了率が81％〔84％〕と全国値より低く目標値85％に未達 
 ・平成29年新登録中外国生まれの者の割合は18.0％〔9.1％〕で，その割合は年々増加 
 
【本県の結核に対する必要な対策】 
 ・り患率の低下による医療機関の診察機会の減少や住民の受診の遅れへの対応 
 ・高齢者の患者増加を背景とした高齢者施設や入院医療機関等での集団発生の防止 
 ・結核医療の中核的病院を中心とした県内の結核医療連携体制の推進 
 ・潜在性結核感染症の治療完了率向上のための取り組みの推進 
 ・高まん延国から来日する外国人の増加を踏まえた対応 

改定のポイント 

【改定】宮城県感染症予防計画 

改正反映 計画統合 

第１章 はじめに 
第２章 感染症対策の推進の基本的な方向 
第３章 感染症対策の各施策 
 第１ 感染症の発生の予防のための施策 
 第２ 感染症のまん延の防止のための施策 
 第３ 感染症に係る医療を提供する体制の確保 
 第４ 感染症及び病原体等に関する調査及び研究 
 第５ 感染症の病原体等の検査の実施体制及び検査能力の向上 
 第６ 感染症の予防に関する人材の育成 
 第７ 感染症に関する啓発及び知識の普及並びに感染症の患者等の人権の尊重 
 第８ 特定病原体等を適正に取り扱う体制の確保 
 第９ 緊急時における感染症の発生の予防及びまん延の防止並びに医療の提供 
 第10 特定感染症予防指針に定められた感染症への対応 

 
 第11 その他感染症の予防の推進に関する重要事項 
 

【エイズ・性感染症】 【結核】 【麻しん・風しん】 【蚊媒介感染症】 【インフルエンザ】 
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